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表紙のはなし
梅雨が明け、抜けるような青空が広がると、いよいよハイキングシー
ズンの到来です。高原を吹き抜ける清涼な風、川のせせらぎや野鳥
のさえずり、新緑の山々に彩りを添える高山植物など、この季節な
らではの美しい景色が、身も心もリフレッシュさせてくれます。自
然の息吹に触れて過ごす1日は、忘れられない初夏の想い出になり
そうですね。

イラスト／龍神 貴之
題字／園元 伸子

（日本公庫 中小企業事業本部 保険審査部）
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多
く
の
中
小
企
業
者
が
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
事
業
継
続
の
た
め
に
借
り
入

れ
や
条
件
変
更
な
ど
で
資
金
繰
り
を
つ
な
ぐ
苦
労
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
中
小

企
業
者
の
事
業
再
構
築
や
増
大
す
る
債
務
へ
の
対
応
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
出
口
を

模
索
す
る
上
で
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
、事
業
再
生
支
援
が
地
域
の
活

性
化
や
日
本
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
観
点
か
ら
の
寄
稿
、「
事
業
再
生
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」の
開
催
リ
ポ
ー
ト
、「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
解
説
お
よ
び
特
徴
的
な
事
業
再
生
事
例
を
紹
介
す
る
。
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中小企業活性化全国本部
統括事業再生プロジェクトマネージャー

加藤 寛史（かとう ひろふみ）

2001年弁護士登録、2007年中小企業再生支援全国
本部（現中小企業活性化全国本部）プロジェクトマネー
ジャーに着任し、2021年1月より現職。中小企業の
事業再生などに関する研究会委員。

倒
産
件
数
は

歴
史
的
な
低
水
準

　

２
０
２
０
年
１
月
以
降
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
と
感
染
拡
大

は
中
小
企
業
者
に
甚
大
な
影
響
を
与

え
た
。
多
く
の
中
小
企
業
者
は
、急
激

な
売
上
の
減
少
に
直
面
し
、
資
金
繰

り
に
窮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
や

自
治
体
は
、
政
府
系
金
融
機
関
に
よ

る
特
別
貸
付
や
民
間
金
融
機
関
に
よ

る
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
（
い
わ

ゆ
る「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」）に
よ
る
資
金

供
給
だ
け
で
な
く
各
種
給
付
金
や
助

成
金
の
支
給
、
租
税
や
社
会
保
険
料

な
ど
の
納
付
猶
予
の
特
例
な
ど
、
資

金
繰
り
を
維
持
し
事
業
を
継
続
す
る

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
措
置
を
う
っ

様
式
な
ど
が
常
態
化
す
る
中
で
、コ
ロ

ナ
収
束
後
に
コ
ロ
ナ
前
の
収
益
が
回

復
す
る
保
証
は
な
く
、
事
業
の
再
構

築
や
転
換
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
事

業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、収

益
改
善
に
向
け
た
対
応
策
も
一
様
で

は
な
い
。

　

支
援
施
策
の
終
了
を
見
据
え
、自

力
で
事
業
の
維
持
継
続
を
図
る
た
め

に
は
、
事
業
者
自
身
が
収
益
力
の
回

復
、
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
開
始

す
る
必
要
が
あ
る
。

一
日
も
早
い
収
益
改
善
へ
の

取
組
み
を

　
ま
ず
自
社
の
状
況
を
把
握
す
る
た

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
金
繰
り
支
援

に
よ
り
、日
本
公
庫
に
よ
る
コ
ロ
ナ
関

連
融
資
は
、２
０
２
２
年
３
月
末
時
点

で
約
１
０
２
万
件
、総
額
約
17
兆
円
、

民
間
金
融
機
関
に
よ
る
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融

資
の
保
証
承
諾
額
は
、約
１
３
７
万

件
、総
額
23
兆
円
に
上
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
筆
者
が
関
与
し
て
い
る
全

国
47
都
道
府
県
の
中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
（
２
０
２
２
年
４
月
１
日

よ
り「
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
」に

改
組
。
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
）
で

は
、２
０
２
０
年
４
月
よ
り
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
金
融

機
関
へ
の
返
済
猶
予
の
要
請
と
資
金

繰
り
計
画
の
策
定
支
援
を
内
容
と
す

る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

特
例
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
支
援
」（
以
下

「
特
例
リ
ス
ケ
支
援
」
と
い
う
）
を
実

施
し
て
き
た
が
、こ
の
支
援
の
開
始
に

よ
り
、２
０
２
０
年
に
は
、全
国
の
協

議
会
で
２
０
０
３
年
の
創
設
以
来
最

多
と
な
る
５
５
８
０
件
の
相
談
を
受

け
付
け
、２
７
４
９
件
の
特
例
リ
ス
ケ

支
援
を
実
施
し
た
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍

の
長
期
化
に
よ
り
、２
０
２
１
年
度
も

４
２
４
４
件
の
相
談
を
受
け
付
け
、

１
６
０
４
件
の
特
例
リ
ス
ケ
支
援
の

実
施
と
２
０
２
０
年
に
実
施
し
た
特

例
リ
ス
ケ
支
援
の
期
間
を
延
長
す
る

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
査
に
よ
れ

ば
、２
０
２
１
年
の
倒
産
件
数
は
１
９

６
６
年
以
来
半
世
紀
ぶ
り
の
歴
史
的
低

水
準
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
各
支
援

措
置
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
事
業
の
維

持
が
図
ら
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り

苦
し
む
事
業
者
も

　
こ
れ
ら
の
支
援
状
況
か
ら
も
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
と
長
期
化

に
よ
り
中
小
企
業
者
の
収
益
や
資
金

繰
り
へ
の
影
響
の
大
き
さ
が
み
て
と

れ
る
。
ま
た
、売
上
・
収
益
が
回
復
せ

ず
に
苦
し
ん
で
い
る
事
業
者
も
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
、コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の

据
置
期
間
経
過
に
よ
り
徐
々
に
返
済

を
開
始
し
、
猶
予
を
受
け
た
税
金
や

社
会
保
険
料
の
納
付
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
生
活

寄稿

金
融
機
関
と
二
人
三
脚
で

一
日
も
早
く
収
益
改
善
へ
の
取
組
み
を
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め
に
も
、
あ
り
の
ま
ま
の
月
次
の
資

金
繰
り
表
（
実
績
と
予
定
）
を
作
成

し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

①
税
金
や
社
会
保
険
料
の
納
付
猶

予
や
滞
納
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
最

優
先
に
こ
れ
ら
を
納
付
す
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
一
括
で
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
れ
ば
税
務
署
や

年
金
事
務
所
に
行
き
、
分
納
の
相
談

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
決
し
て
放
置

し
て
は
い
け
な
い
。

　

②
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
据
置
期
間

の
経
過
後
に
約
定
ど
お
り
に
金
利
支

払
い
と
元
金
の
返
済
が
で
き
る
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、コ
ロ

ナ
関
連
融
資
の
返
済
を
開
始
す
る
と

資
金
繰
り
が
厳
し
く
な
り
そ
う
で
あ

れ
ば
、
す
ぐ
に
で
も
取
引
金
融
機
関

に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。

金
融
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
不
安

で
あ
れ
ば
、全
国
に
あ
る
協
議
会
※
１

に
相
談
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
大

前
提
は
資
金
繰
り
を
安
定
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、手
元
不
如
意
で
は

収
益
力
の
改
善
に
向
け
た
施
策
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
に
も
取
り
組
め

な
い
。

　

な
お
、資
金
繰
り
表
の
作
成
が
難

し
い
場
合
は
金
融
機
関
、
協
議
会
や

顧
問
税
理
士
に
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。中
小
企
業
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
書
式
を
参
考
に
し

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。※
２

　

次
に
収
益
力
の
改
善
に
向
け
た

施
策
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
立

案
し
、実
行
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
具
体
的
な
施
策
の
内
容
は
業
種

や
お
か
れ
た
環
境
に
よ
り
百
人
百
様

で
あ
る
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
に
お
け
る
人
の
暮
ら
し
方
、

働
き
方
、余
暇
の
過
ご
し
方
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
る
の
か
、仮
説
を
立
て

て
対
策
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
日
々
の
収
益
力
改
善
に
取
り
組

む
の
は
事
業
者
自
身
で
あ
る
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
や
原
油
・
原
材
料
の
高
騰

な
ど
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
で
、い
か
な
る
施
策
が
有

効
で
あ
る
の
か
誰
に
も
正
解
は
分

か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
経
営
者
が
決

断
し
、実
行
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ

と
で
あ
り
、苦
悩
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、ぜ
ひ
日
本

政
策
金
融
公
庫
を
は
じ
め
と
す
る
金

融
機
関
や
協
議
会
の
よ
う
な
支
援
機

関
に
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
も
ら
い

た
い
。※
３

金
融
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
を

　

２
０
２
２
年
３
月
に
、「
中
小
企

業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、「
中
小
企
業
者
と

金
融
機
関
の
間
に
お
け
る
継
続
的
か

つ
良
好
な
信
頼
関
係
の
構
築
・
強
化
、

中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
及
び
中
小

企
業
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
創
業
、

成
長
・
発
展
、
事
業
再
構
築
、
早

期
の
事
業
再
生
や
事
業
清
算
へ
の
着

手
、
円
滑
な
事
業
承
継
、
新
た
な
事

業
の
開
始
等
を
い
う
。）
に
お
け
る
中

小
企
業
者
の
取
組
み
意
欲
の
増
進
を

図
り
、
中
小
企
業
者
の
活
力
が
一
層

引
き
出
さ
れ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
者
が
、日
頃
よ
り
経
営

の
状
況
、
損
益
の
状
況
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
金
融
機
関
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、早
期
に
相

談
し
、助
言
を
得
る
関
係
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
、
事
業
者
が
有
事
に

陥
る
こ
と
を
予
防
し
、
仮
に
有
事
に

陥
っ
た
と
し
て
も
早
期
の
事
業
再
生

に
資
す
る
こ
と
と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
厳
し
い
環
境
下
に
お
い
て
、

中
小
企
業
者
と
金
融
機
関
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
化
さ
せ
、一
体

と
な
っ
て
早
期
の
事
業
再
生
な
ど
へ

の
取
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、ひ
い
て
は
日
本
経
済
・
地
域
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
る
。 

F

※１：各地の中小企業活性化協議会は、中小企業基盤整備機構ホームページに掲載されている「中小企業活性化協議会の窓口一覧」を参照。
※２：�資金繰りの安定を図りつつ、本源的な収益力の改善への取組みを必要とする中小企業者を支援する制度として、中小企業庁の「早期経営改善計画策定支援（ポスト

コロナ持続的発展計画事業）がある。
※3：2022年4月より、中小企業活性化協議会では、収益力改善に向けた支援として収益力改善計画（収益力改善アクションプラン+簡易な収支・資金繰り計画）の作成を支援している。

中小企業庁ホームページに掲載されている「（参考）経営改善のためのアクションプランの検討手順」5ページより抜粋。●アクションプランの作成例と記載のポイント

主な経営課題

1 売上収益 ・顧客のリピート率が低く、売上が伸び悩んでいる。口コミでは接客サービスの評価が低く、オーダーミスも発生している。
・周辺競合店が増加しており、売上高の維持・増加のためには差別化を図る必要がある。

2 原価・販管費

・ 世界的な価格高騰を受け、主要仕入先のM社は○○の出荷価格を引き上げることを決定し、材料費率の上昇懸念が高まっている。
・在庫・賞味期限の管理が不十分で、食材の廃棄が多い。
・ メニュー数は多いものの、中には注文が少ないが特殊な材料を必要とするものがあり、材料コストを引き上げている。また、

従業員により料理の盛り付けに差があり、多めの量を出している場合がある。
・ 従業員のシフト管理や、在庫管理、オーダー会計などを手作業で実施しているため、社員の残業増加につながっている。

3 経営全般 ・在庫や労務面の問題点の把握・対応策の検討や、その実施状況を管理する仕組みがない。
・従業員ごとに経験年数、スキルに差があり、接客サービス等においても従業員によりばらつきがある。

経営課題の抽出

主要課題に対するアクションプランの具体的な内容 実施時期 主担当 計画0期目 計画1期目以降

1
①IT化・マニュアル作成による接客サービスの向上
② 競合店調査によるポジショニング分析を行い、
　コンセプト・メニューの差別化を図る

①2022年4月開始
②2022年4月開始

①専務
②佐藤店長

① 接客サービスの問題点・改善策を検討
② 競合店と自社の特徴を確認し今後の
　コンセプトを全社員で共有

①売上高 +1,400（リピート率+5%）
②売上高 +2,400（来客数+5%)

2
① 在庫管理システムの導入、メニューの絞り込みにより廃

棄食材を減らす。また、使用材料量の明確化、計量実施
により、オーバーポーションをなくす。

②オーダーシステムの導入等による合理化で残業を削減

①2023/4 〜2025/3
②2024/4 〜2025/3

①岸本料理長
②木村部長

①メニューの見直し、レシピの作成
② オーダーシステムを活用した人員配置・
　業務マニュアル検討

①メニュー数▲10、
　廃棄材料▲30%、
　材料費率▲5%
②残業時間▲30%、
　労務費▲2,000

3
①接客マニュアルの作成
②IT化の推進
③社員研修の実施
④改善状況管理のためのモニタリング会議設置

①2022/4 〜2025/3
②2022/4 〜2023/3
③2022/4 〜2023/3
④2022/4 〜

①専務
②木村部長
③専務
④社長

①マニュアル作成
② 在庫管理システム、オーダーシステム導入
③研修カリキュラム作成
④毎月会議で進捗確認

①マニュアルの周知・実行
②システム開始
③社員研修の実施
④毎月会議で進捗確認

課題解決策の検討と具体的なアクションプランの作成
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中
小
企
業
再
生
支
援
施
策
の
活

用
ポ
イ
ン
ト
を
専
門
家
が
紹
介

　
2
0
2
2
年
５
月
31
日
、東
京
・
大

手
町
の
日
経
ホ
ー
ル
で
、日
本
政
策

金
融
公
庫（
以
下
日
本
公
庫
）の
主
催

す
る「
事
業
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が

開
催
さ
れ
た
。
討
論
お
よ
び
発
表
の

主
題
は「
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
中

小
企
業
支
援
と
事
業
再
生
」で
あ
る
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、緊
張

が
高
ま
る
国
際
情
勢
の
影
響
を
受

け
、中
小
企
業
の
多
く
は
困
難
な
経

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
て
は
増
大
す
る
債
務
に
、

少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
と

い
っ
た
社
会
的
背
景
か
ら
、優
れ
た

技
術
や
競
争
力
を
持
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
将
来
的
に
は
廃
業
を

選
択
す
る
中
小
企
業
も
多
く
出
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
先
般
公
表

さ
れ
た「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」な
ど
、最
新
の
中
小
企
業
者
支
援

施
策
お
よ
び
支
援
体
制
を
紹
介
。
ま

た
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

企
業
の
再
生
支
援
に
携
わ
る
実
務
家・

専
門
家
が
登
壇
し
、
多
様
な
視
点
か

ら
施
策
の
活
用
ポ
イ
ン
ト
や
参
考
と

な
る
連
携
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
久
々
の
有
人
開
催
と
あ
っ
て
、会
場

参
加
１
５
０
名
・
ラ
イ
ブ
配
信
５
０
０

名
の
枠
は
す
み
や
か
に
定
員
に
達
し
、

注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

当
日
は
、日
本
公
庫
総
裁
・
田
中

一
穂
の
開
会
挨
拶
と
、
萩
生
田
光
一

経
済
産
業
大
臣
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
幕
を
開
け
た
。

　

冒
頭
、田
中
総
裁
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
日
本
公
庫
の
取
組
み
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

長
期
化
に
よ
っ
て
、日
本
の
経
済
・
社

会
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

危
機
に
直
面
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、日
本
公
庫
は
2
0

2
2
年
３
月
末
ま
で
に
約
１
０
２
万

件
・
17
兆
円
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
関
連
融
資
を
決
定
し
た
。

ま
た
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、特
に
厳

し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
事
業
者

の
話
を
よ
く
聞
い
た
上
で
条
件
変
更

な
ど
の
資
金
繰
り
支
援
に
も
柔
軟
に

対
応
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、国
際
情
勢
の
緊
迫

化
、資
源
価
格
の
高
騰
な
ど
も
加
わ
っ

て
、
４
月
の
企
業
物
価
指
数
は
前
年

同
月
比
10
％
増
と
な
っ
た
。
相
次
い

で
発
生
す
る
危
機
の
中
、
事
業
継
続

の
た
め
に
背
負
っ
た
債
務
は
今
後
の

成
長
の
重
し
と
な
る
懸
念
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
で
、
金
融
機
関

は
専
門
家
や
関
係
機
関
と
し
っ
か
り

と
連
携
し
、
中
小
企
業
の
最
も
身
近

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、伴
走
型
支

援
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
そ
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」と
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

の
目
的
と
、期
待
を
語
っ
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、さ
ら
に
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど

の
影
響
を
受
け
、多
く
の
中
小
企
業
者
が
事
業
継
続
の
た
め

に
、借
り
入
れ
や
条
件
変
更
な
ど
で
資
金
繰
り
を
つ
な
い
で
い

る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
喫
緊
の
課
題
と
な
る
、中

小
企
業
者
の
事
業
再
構
築
や
増
大
す
る
債
務
対
応
に
つ
い
て

再
生
分
野
の
実
務
家・専
門
家
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た「
事

業
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
様
子
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

事
業
再
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

リ
ポ
ー
ト

Report

開会挨拶をする日本公庫・田中総裁
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特集 コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生

　
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。経
済
産
業
大
臣
の
萩
生
田
光
一
で
す
。

　
本
日
御
参
加
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
よ
り
、中
小

企
業
支
援
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
戦
い
は
、今
も
な
お
続
い
て
お
り
、中
小
企
業
の
皆
様
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、足
元
で
は
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、原
油
価
格
や
材
料
価
格
な
ど
が
高
騰
し
て
お
り
、

今
後
の
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
か
と

存
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
は
、今
、我
々
が
直
面
し
て
い
る
苦
難

を
耐
え
凌し
の

ぐ
こ
と
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

越
え
た
そ
の
先
の
、新
し
い
社
会
を
見
据
え
た
取
組
も
し
っ
か

り
と
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
、中
小
企
業
は
、我
が
国
の
企
業
数
の
9
9.
7
％
、雇

用
の
７
割
を
占
め
る
日
本
経
済
の
エ
ン
ジ
ン
で
す
。
岸
田
政
権

が
目
指
す「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
果
敢
に
挑
戦
し
、成
長
を
遂
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、極
め
て
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、政
府
と
し
て
は
、事
業
復
活
支
援
金
や
資
金
繰

り
支
援
等
に
よ
り
事
業
継
続
を
強
力
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

事
業
再
構
築
補
助
金
や
生
産
性
革
命
推
進
事
業
に
よ
り
、
新

分
野
展
開
・
業
態
転
換
な
ど
の
思
い
切
っ
た
事
業
再
構
築
の

取
組
や
、生
産
性
向
上
に
資
す
る
設
備
投
資
、I
T
導
入
、販

路
開
拓
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、返
済
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
に
対
し
て
は
、

官
民
の
金
融
機
関
に
お
い
て
、条
件
変
更
等
の
柔
軟
な
対
応

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
な
お
、増
大
す
る
債
務
に

苦
し
み
、先
行
き
に
不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、中
小
企
業
の
事
業
継
続
を
後
押
し
す
る
た
め
、

コ
ロ
ナ
向
け
の
実
質
無
利
子
・
無
担
保
融
資
を
し
っ
か
り
と

継
続
す
る
と
と
も
に
、増
大
す
る
債
務
に
苦
し
む
中
小
企
業

の
収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促
す
べ
く
、

先
般
、「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
促
進
に
向
け
た
実
務
上
の
ル
ー
ル
や
様
々
な

支
援
策
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
を

後
押
し
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
実
効
性
が
あ
る
も
の
に
す

る
キ
ー
マ
ン
は
、
日
頃
か
ら
中
小
企
業
に
寄
り
添
い
、
伴
走

し
て
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
、こ
こ
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、事
業
再
生
分
野
に
重
点
を

置
き
、「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
施
策
を
活
用
し
た
中
小
企
業
支
援
の

在
り
方
や
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
も
見
据
え
た
、
中
小
企
業
の
事

業
再
生
の
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
具
体
的
に
議
論
さ
れ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

経
験
豊
富
な
実
務
家
、
専
門
家
、
金
融
機
関
の
皆
さ
ん
が

揃
っ
て
お
ら
れ
る
と
お
伺
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、本
日
の

議
論
を
通
じ
て
、「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
活
用

し
た
中
小
企
業
支
援
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、現
場
の

最
前
線
で
奮
闘
さ
れ
る
皆
様
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な

り
、中
小
企
業
の
収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
促
進
に
資
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

萩
生
田
経
済
産
業
大
臣
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

経済産業大臣

萩生田 光一 氏
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中
小
企
業
庁 

事
業
環
境
部 

金
融
課
長

神
﨑 

忠
彦 

氏

　

本
日
は「
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業

支
援
」を
テ
ー
マ
に
、大
き
く
２
つ

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、中
小
企
業
の
資
金
繰

り
再
生
支
援
に
つ
い
て
。
そ
し
て
２

つ
目
は
、４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に

つ
い
て
、そ
の
狙
い
や
従
来
と
の
違

い
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

民
間
金
融
機
関
と
の
協
調
融
資
で

資
金
繰
り
安
定
・
倒
産
抑
制
に
効
果

　

ま
ず
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
資
金

繰
り
に
つ
い
て
は
、政
府
系
金
融
機

関
や
民
間
金
融
機
関
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、相
当
に
強
力
な
支
援
が

で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

政
府
系
金
融
機
関
の
実
質
無
利

子
融
資
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

４
号
や
民
間
無
利
子
融
資
な
ど
を

推
進
し
た
結
果
、数
多
く
の
ご
利
用

い
る
局
面
を
３
段
階
に
分
け
、そ
れ

ぞ
れ
に
適
し
た
支
援
策
を
用
意
し

て
い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
認
定

支
援
機
関
に
よ
る
伴
走
型
支
援
と
、

収
益
力
改
善
を
強
化
す
る「
収
益
力

改
善
フ
ェ
ー
ズ
」。
コ
ロ
ナ
の
影
響

が
大
き
い
業
種
を
中
心
に
、
再
生

フ
ァ
ン
ド
を
拡
充
す
る「
事
業
再
生

フ
ェ
ー
ズ
」。
そ
し
て
経
営
者
の
個

人
破
産
回
避
や
廃
業
後
も
見
据
え

た「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ー
ズ
」。

　

こ
の
3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
を
一
元

的
に
支
援
す
る
体
制
構
築
を
目
指

し
、
相
談
の
窓
口
と
な
る「
中
小
企

業
活
性
化
協
議
会
」が
４
月
１
日
か

ら
名
称
も
新
た
に
発
足
し
て
お
り

ま
す
。

　

同
時
に
、官
民
が
認
識
や
ル
ー
ル

を
共
有
す
る
物
差
し
と
し
て「
中
小

企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」も
作
成
し
ま
し
た
。

再
生
対
象
と
な
る
企
業
へ
の
融
資

と
い
う
だ
け
で
な
く
、支
援
に
ご
協

力
い
た
だ
く
専
門
家
へ
の
補
助
な

ど
も
盛
り
込
ん
で
、民
の
力
を
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
民
間
の
有
志

専
門
家
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
域
の
、

ひ
い
て
は
日
本
の
活
力
を
支
え
る

中
小
企
業
の
再
生
支
援
に
、ぜ
ひ
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

を
い
た
だ
き
、中
小
企
業
の
資
金
繰

り
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、期
限
が
来
る
ま
で
返
済
不

要
で
期
限
一
括
償
還
、も
し
く
は
業

況
に
応
じ
た
柔
軟
な
金
利
設
定（
赤

字
で
は
低
金
利
、黒
字
化
し
た
ら
引

き
上
げ
）と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
、

日
本
公
庫
の
資
本
性
劣
後
ロ
ー
ン

も
、平
時
の
10
倍
・
９
２
０
０
億
円

規
模
の
運
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ロ
ー
ン
は
、投
資
が
先
行
し

資
本
が
不
足
し
て
い
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
事
業
者
や
、
債
務
超
過
に

陥
っ
て
い
る
事
業
者
の
資
本
強
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

融
資
で
す
。
一
般
に
は
事
業
規
模

が
大
き
い
企
業
が
利
用
す
る
印
象

で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
小
規
模

事
業
者
に
も
多
数
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
地
域
を
よ

く
知
る
民
間
金
融
機
関
と
の
協
調

融
資
と
い
う
形
式
を
と
っ
た
こ
と

で
、頑
張
る
中
小
企
業
を
し
っ
か
り

支
援
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
世
界
規
模
の
有

事
で
は
、
多
く
の
倒
産
が
発
生
す

る
の
で
は
と
懸
念
し
て
お
り
ま
し

た
が
、こ
う
し
た
地
道
な
努
力
の
結

果
、２
９
０
０
件
程
度
、倒
産
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
日
本

総
研
調
査
）。

　

ま
た
、融
資
を
利
用
し
、そ
ろ
そ

ろ
返
済
時
期
を
迎
え
る
中
小
企
業

の
財
務
状
況
に
つ
い
て
も
調
査
し

て
お
り
ま
す
。あ
く
ま
で
ア
ン
ケ
ー

ト
で
す
が
、融
資
条
件
通
り
に
返
済

で
き
る
と
い
う
ご
回
答
が
約
８
割
。

債
務
増
大
で
返
済
に
不
安
が
あ
る

と
い
う
ご
回
答
が
約
１
割
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
比
率
は
日
本
公
庫

な
ど
他
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で

し
た
。 

再
生
後
の
収
益
率
を
高
め
る

新
た
な
支
援
策
の
ル
ー
ル
を
策
定

　

こ
の
債
務
増
大
に
直
面
し
て
い

る
企
業
の
再
生
を
ど
う
支
援
し
て

い
く
か
。
こ
れ
が
ま
さ
に
２
つ
目
に

説
明
す
る「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」の
要
請
で
す
。

　

そ
も
そ
も
の
話
で
す
が
、経
済
産

業
省
で
は
中
小
企
業
の
再
生
支
援

の
た
め
、全
国
47
都
道
府
県
に
中
小

企
業
再
生
支
援
協
議
会
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を

受
け
て
ご
相
談
件
数
は
急
増
し
て

お
り
、今
後
は
再
生
局
面
の
支
援
希

望
が
増
え
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
お
そ
ら
く
協
議
会
だ
け
で
は
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
こ
と
、さ
ら
に
は

こ
う
し
た
支
援
策
を
と
れ
る
機
関
・

人
材
が
な
い
空
白
地
帯
も
ケ
ア
し

て
い
く
た
め
に
、民
間
と
連
携
し
て

事
業
再
生
に
取
り
組
む
た
め
の
基

本
方
針
と
ル
ー
ル
を
定
め
よ
う
と

い
う
の
が
、「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」策
定
の
背
景
で
す
。

　

ま
た
追
跡
調
査
を
し
た
結
果
、当

協
議
会
が
再
生
支
援
を
行
っ
た
企

業
の
多
く
が
雇
用
を
維
持
し
、利
益

率
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。協
議
会
の
支
援
が
、

単
な
る
再
生
だ
け
で
な
く
そ
の
後

の
収
益
力
向
上
に
も
奏
功
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

　
「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」は
、2
0
2
2
年
３
月
４
日
に

経
済
産
業
省
と
金
融
庁
、財
務
省
が

共
同
で
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
要
点

と
し
て
は
、①
コ
ロ
ナ
の
資
金
繰
り

支
援
の
継
続
、②
中
小
企
業
の
収
益

力
の
改
善
、事
業
再
生
、再
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
総
合
的
支
援
で
す
。

　

②
で
は
中
小
企
業
が
直
面
し
て

基
調
講
演

￨
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
支
援
￨
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す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、融
資
申
込・

保
証
承
諾
件
数
は
、
昨
年
４
月
以
降

横
ば
い
傾
向
で
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
水

準
に
戻
っ
て
お
り
、資
金
繰
り
需
要
は

一
巡
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、債
務
の
過
剰
感
を
抱

え
て
い
る
中
小
企
業
が
３
割
強
。
特

に
、コ
ロ
ナ
後
に
過
剰
感
を
抱
え
始
め

た
者
が
２
割
存
在
し
て
い
る
と
い
う

調
査
報
道
も
あ
り
ま
す
。

高
橋　

直
面
す
る
課
題
が「
資
金
繰

り
の
維
持
」か
ら「
増
大
す
る
債
務
へ

の
対
応
」へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
る
企

業
も
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
日
本
公
庫
の
十
亀
幹
夫
取
締

役（
以
下
十
亀
）は
、政
策
金
融
機
関
の

立
場
で
ど
う
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

十
亀　
日
本
公
庫
の
コ
ロ
ナ
関
連
貸
付

を
利
用
し
て
い
る
企
業
は
、2
0
2
1

年
3
月
末
時
点
で
70
万
社
あ
り
ま
す
。

12
月
末
時
点
で
の
返
済
状
況
を
見
ま

す
と
、返
済
が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い

の
が
３
割
、元
金
の
返
済
を
行
っ
て
い

る
の
が
６
割
、条
件
変
更
・
追
加
融
資

を
実
施
し
た
の
が
１
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
資
源
価
格
の
上
昇
な
ど
の

影
響
も
し
っ
か
り
見
な
が
ら
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋　

続
い
て
民
間
金
融
機
関
と
し

て
静
岡
県
内
で
、輸
送
関
連
機
器
、医

療
関
連
産
業
、楽
器
、水
産
業
な
ど
の

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
登
壇

し
た
の
は
、い
ず
れ
も
事
業
再
生
分
野

の
実
務
家
・
専
門
家
５
名
と
、講
評
を

行
う
金
融
庁
監
督
局
の
野
崎
英
司
総

務
課
長
。フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め

る
読
売
新
聞
東
京
本
社
調
査
研
究
本

部
・
高
橋
徹
氏（
以
下
高
橋
）の
進
行

の
下
、2
0
2
2
年
３
月
に
公
表
さ
れ

た「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

な
ど
最
新
の
支
援
施
策
や
支
援
体
制

を
紹
介
し
、
施
策
の
活
用
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
多
様
な
視
点
か
ら
の
示
唆

を
求
め
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
金
融
支
援

状
況
と
中
小
企
業
の
現
状

高
橋　
ま
ず
お
伺
い
し
た
い
の
は
、コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
金
融
支
援
の
状
況

と
中
小
企
業
の
現
状
で
す
。
中
小
企

業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
策
定

に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
、中
小
企
業
庁

金
融
課
の
横
田
直
忠
課
長
補
佐（
以
下

横
田
）は
、政
策
立
案
の
立
場
か
ら
中

小
企
業
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
見
て

い
ま
す
か
。

横
田　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
政
府
は
、

官
民
金
融
機
関
に
よ
る
実
質
無
利
子・

無
担
保
融
資
や
危
機
対
応
融
資
、
持

続
化
給
付
金
な
ど
の
資
金
繰
り
支
援

策
を
措
置
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、国
際
情
勢
の
影
響
も
注
視

中
小
企
業
を
ご
支
援
さ
れ
て
い
る
静

岡
銀
行
の
石
井
英
司
常
務
執
行
役
員

（
以
下
石
井
）は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

石
井　
弊
行
に
お
い
て
も
、予
防
的
に

コ
ロ
ナ
融
資
を
借
り
入
れ
、
問
題
な

く
元
金
返
済
を
行
っ
て
い
る
企
業
が

あ
る
一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大

き
く
受
け
た
業
種
で
は
、
据
置
期
間

終
了
後
も
追
加
融
資
を
受
け
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
伊
豆
を
中
心
と
し
た

旅
館
業
な
ど
で
す
が
、ツ
ア
ー
客
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
収
入
源
だ
っ
た
大

規
模
集
客
型
旅
館
は
、
特
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
他
方
で
、露

天
風
呂
付
な
ど
小
規
模
・
高
価
格
帯

の
旅
館
は
、
大
規
模
集
客
型
旅
館
よ

り
は
、コ
ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
く
な
い

よ
う
で
す
。

高
橋　

官
民
金
融
機
関
共
に
、
元
金

返
済
が
始
ま
っ
た
中
小
企
業
が
一
定

数
い
る
よ
う
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
金
融
支
援
に
つ
い
て
は
、全
国
51
の

信
用
保
証
協
会
が
果
た
し
た
役
割
も

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

原
田
安
則
常
務
理
事（
以
下
原
田
）、

全
国
信
用
保
証
協
会
連
合
会
で
は
、こ

の
状
況
を
ど
う
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

原
田　

保
証
承
諾
額
な
ど
に
つ
い
て

注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
保
証

利
用
企
業
者
数
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
か

ら
約
40
万
社
増
の
約
1
5
8
万
社
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
今
」こ
そ
、増
大
す
る
債
務
に
対
応
し

中
小
企
業
者
の
事
業
再
構
築
を

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
て
き
た
金
融
支
援
策
は
、倒
産
抑
止
に
お
い
て
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
。そ
れ
で
も
や
は
り
、旅
館
・
飲
食
業
を
は
じ
め
と
す
る
、多
く
の
中
小
企
業
が
危
機

的
な
状
況
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

中
小
企
業
が
厳
し
い
経
営
環
境
を
乗
り
越
え
、持
続
的
な
成
長
を
果
た
す
に
は
、ま
さ
に「
今
」、コ

ロ
ナ
禍
で
増
大
す
る
債
務
に
対
応
し
中
小
企
業
者
の
事
業
再
構
築
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

特集 コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生
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動
向
や
外
部
環
境
の
影
響
を
受
け
や

す
く
な
り
ま
す
。
支
援
も
あ
っ
て
事

業
継
続
で
き
て
い
る
も
の
の
、増
え
た

債
務
に
つ
い
て
は
、売
上
が
戻
ら
な
い

状
況
が
続
く
と
、
返
済
負
担
が
重
く

な
る
事
業
者
が
出
る
の
が
予
想
さ
れ

ま
す
ね
。

原
田　

国
際
情
勢
の
影
響
も
気
に

な
り
ま
す
。
2
0
2
2
年
２
月
に
設

置
し
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
・
原
油

価
格
上
昇
等
に
関
す
る
特
別
相
談
窓

口
」
の
相
談
件
数
は
、3
月
末
時
点
で

1
0
0
8
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
油
・
原
材
料
価
格
の
上
昇
は
ロ

シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
後
に
加
速

し
て
お
り
、
融
資
先
か
ら
は
物
流
の

停
滞
や
仕
入
価
格
の
高
騰
に
よ
る
ダ

メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
っ
た
苦
し
い
声

が
聞
か
れ
ま
す
。

高
橋　
小
規
模
事
業
者
が
息
切
れ
す

る
危
険
性
に
つ
い
て
示
唆
が
あ
り
ま

し
た
が
、今
後
を
見
据
え
て
、小
林
信

明
先
生（
以
下
小
林
）、弁
護
士
の
立
場

か
ら
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
林　

皆
さ
ま
の
分
析
通
り
、
各
種

の
融
資
・
施
策
は
当
面
の
資
金
繰
り

支
援
に
は
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
が
変
わ
り
、ま
た
円
安
・
原
油

高
な
ど
で
収
益
性
が
改
善
し
な
か
っ

た
場
合
、現
在
や
将
来
、過
剰
債
務
状

態
と
な
る
企
業
が
相
当
数
現
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

中
小
企
業
の
事
業
再
構
築（
経
営

改
善
）に
は
経
営
者
に
問
題
意
識
と
自

助
の
意
欲
を
持
た
せ
た
上
で
、ノ
ウ
ハ

ウ
提
供
や
資
金
面
の
手
当
て
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な（
政
策
も
含
め
て
）支
援

が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、平
時
か
ら
中
小
企

業
と
金
融
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
に
適
時

適
切
な
情
報
開
示
を
前
提
と
し
た
対

話
を
図
り
、
状
況
を
共
有
し
な
が
ら

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
活
用

高
橋　
中
小
企
業
が
事
業
を
再
構
築

す
る
た
め
に
は
、自
助
の
意
欲
と
支
援

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、中
小
企
業
庁

で
は
2
0
2
2
年
３
月
に
、収
益
力
改

善
・
事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
促

す
総
合
的
な
支
援
策
で
あ
る「
中
小

企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」を
策
定
し

ま
し
た
。こ
の
企
画
立
案
に
関
わ
っ
た

横
田
さ
ん
に
、ど
の
よ
う
な
目
的
・
効

果
を
期
待
し
て
い
る
か
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

横
田　

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は「
①

フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支

援
」、「
②
一
元
的
な
支
援
体
制
の
構

築
」、「
③
官
民
の
総
力
の
結
集（
地
域

に
お
け
る
支
援
の
最
大
化
）」と
い
う

3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
の
フ
ェ
ー
ズ
と
は
、経
営
状

況
を「
収
益
力
改
善
フ
ェ
ー
ズ
」「
事

業
再
生
フ
ェ
ー
ズ
」「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ェ
ー
ズ
」に
分
類
し
、現
状
に
即
し
た

支
援
策
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

高
橋　
そ
れ
は
先
ほ
ど
も
出
た
、債
務

増
大
の
負
担
感
は
業
種
や
規
模
な
ど

で
も
異
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
で
す
か
。

横
田　

事
業
が
低
迷
し
て
い
る
の
に

債
務
に
だ
け
対
応
し
て
も
、
本
質
的

な
問
題
は
解
決
さ
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
環
境
や
消
費
者
の

マ
イ
ン
ド
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
回
帰
し
て
も
、ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
世
界
を
生
き
抜
け
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、企
業
の
フ
ェ
ー
ズ
や
収

益
性
、
将
来
の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま

え
、ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
対
応

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

２
つ
目
は「
一
元
的
な
支
援
体
制
の

構
築
」で
す
。
事
業
再
生
に
当
た
っ
て

は
、
企
業
が
自
ら
の
立
ち
位
置
を
正

確
に
理
解
し
て
適
切
な
対
応
策
を
講

じ
た
り
、
適
切
な
専
門
家
や
金
融
機

関
に
相
談
を
行
っ
た
上
で
改
善
策
を

講
じ
た
り
す
る
の
が
理
想
で
す
が
、実

際
に
は
困
難
で
す
。
そ
の
た
め「
中
小

企
業
の
駆
け
込
み
寺
」と
し
て
、先
導

的
に
収
益
力
改
善
・
事
業
再
生
・
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
一
元
的
に
支
援
す
る

体
制
を
構
築
す
べ
く
、2
0
2
2
年

４
月
１
日
に「
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
は
、こ
れ
ま
で
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
が
担
っ
て
い
た
再

な
っ
て
お
り
、中
小
企
業
の
資
金
繰
り

に
一
定
の
貢
献
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
資
金（
民
間
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
）

終
了
に
前
後
し
、
伴
走
支
援
型
特
別

保
証
制
度
の
取
り
扱
い
を
2
0
2
1

年
４
月
か
ら
開
始
し
、同
年
度
末
の

保
証
承
諾
額
は
、約
1
兆
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
関
連
貸
付
で
は
、据
置
期
間

を
設
け
た
先
や
、
こ
れ
か
ら
返
済
が

開
始
さ
れ
る
企
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、

金
融
機
関
と
連
携
し
た
状
況
把
握
が

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、業
種
だ
け
で
な
く
、規
模
の

違
い
に
よ
る
影
響
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

高
橋　

小
規
模
事
業
者
ほ
ど
、
景
気

Panelist（パネリスト）

小林 信明�氏
（こばやし　のぶあき）

中小企業の事業再生等に関する
研究会 座長・弁護士

長島・大野・常松法律事務所
弁護士。「中小企業の事業再
生等に関するガイドライン」
の研究会で座長を務めるな
ど、政府・官庁のさまざまな
専門委員会で活躍する再生実
務の第一人者。

原田 安則�氏
（はらた　やすのり）

全国信用保証協会連合会
常務理事

全国信用保証協会連合会理事
として、信用保証業務改善の
ための調査・研究や中小企業
金融に関する調査研究などを
通じて、中小企業者に対する
金融の円滑化に貢献。

石井 英司�氏
（いしい　えいじ）

静岡銀行
常務執行役員

静岡銀行は全国地方銀行協会
の会長行として「中小企業の
事業再生等に関する研究会」
に参加。地域金融機関の役員
として中小企業の支援・地域
産業の育成に注力中。
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収益力改善フェーズ

① 認定支援機関による
伴走支援の強化

② 協議会による収益力
改善支援の強化

再チャレンジフェーズ

① 経営者の個人破産回避の
ル－ル明確化

② 再チャレンジに向けた
支援の強化

事業再生フェーズ

① 中小機構が最大8割出資する
再生ファンドの拡充

② 事業再構築補助金に「回復・
再生応援枠」を創設

③ 中小企業の事業再生等の
ガイドラインの策定

特集 コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生

生
支
援
に
加
え
、特
例
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
支
援
で
実
施
し
て
い
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
作
成
支
援
を
中
心
に
据

え
、発
展
さ
せ
た「
収
益
力
改
善
支
援
」

を
新
た
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

高
橋　

な
お
、
収
益
力
改
善
支
援
に

用
い
る
計
画
書
は
、フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
や

記
載
例
を
中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
の
で
、金
融
機
関

職
員
の
皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
こ
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
を
た
た
き
台
と
し
て
、融
資
先

の
支
援
に
お
役
立
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

横
田　
３
つ
目
は「
官
民
の
総
力
の
結

集
」で
地
域
に
お
け
る
支
援
の
最
大
化

を
目
指
す
こ
と
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
の
多
く
は
特
例
リ
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
支
援
で
し
た
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
に
向
か
い
、
再
生
支
援

ニ
ー
ズ
が
一
気
に
高
ま
れ
ば
、公
的
機

関
だ
け
で
全
て
を
支
援
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
今
後
は
、よ
り
民
間
専
門

家
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
べ
く
、
①

認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
な
ど
の

伴
走
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
伴
走

支
援
費
用
の
補
助
を
行
う
こ
と
で
多

く
の
民
間
専
門
家
が
中
小
企
業
に
伴

走
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。
②
官

民
フ
ァ
ン
ド
で
あ
る
中
小
企
業
再
生

フ
ァ
ン
ド
の
拡
充
を
行
い
、フ
ァ
ン
ド

空
白
地
域
で
の
組
成
を
図
る
。
③
民

間
ベ
ー
ス
で
の
支
援
を
円
滑
に
行
う

た
め
、共
通
ル
ー
ル
で
あ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
し
、民
間
専
門
家（
第

三
者
支
援
専
門
家
）を
中
心
と
し
た

私
的
整
理
手
続
き
の
準
則
を
定
め
る
。

④
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
計
画
策

定
費
用
の
補
助
を
行
い
、
民
間
専
門

家
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

高
橋　
策
定
の
背
景
も
踏
ま
え
た
ご

説
明
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
課
題
や
活
用
イ

メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、ご
意
見
は
あ
り

ま
す
か
。

小
林　
「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」は
、経
営
上
の
問
題
が
生
じ
れ
ば

収
益
力
改
善
、そ
の
効
果
が
な
け
れ
ば

事
業
再
生
、
事
業
再
生
が
困
難
と
な

れ
ば
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
移
行
し
て
い

く
と
い
う
問
題
意
識
の
下
に
策
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
小
企
業
、ひ

い
て
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
有
益
な

認
識
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
一
元
的
な
支

援
体
制
の
窓
口
と
し
て
、中
小
企
業
活

性
化
協
議
会
が
ハ
ブ
機
能
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

金
融
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
も

大
き
く
、改
善
支
援
、再
生
支
援
に
は
、

専
門
的
知
見
や
経
験
と
い
っ
た
、い
わ

ゆ
る「
目
利
き
力
」や
、
中
小
企
業
や

専
門
家
と
の
対
話
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。そ
う
し
た
人
材
を
確
保
・
育
成

で
き
る
か
も
、今
後
の
課
題
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
再
生
支
援
の
際
に
は
、
債
権

放
棄
を
伴
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

再
生
を
推
し
進
め
る
意
義
を
理
解
し
、

積
極
的
に
推
進
で
き
る
か
、こ
れ
は
非

常
に
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
の
上
で
、金
融
機
関
に
は

積
極
的
に
対
応
で
き
る
体
制
を
作
り
、

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
と
も
連
携

し
、地
域
の
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・

事
業
再
生
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
主
導

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋　

小
林
先
生
か
ら
も
、
地
域
金

融
機
関
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。石
井
常
務
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
井　

静
岡
銀
行
で
は
、
公
的
機
関

の
後
押
し
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、金
融

機
関
主
導
で
地
域
の
事
業
者
支
援
を

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。　
「
中
小

企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」の
実
際
の

活
用
方
法
と
し
て
、事
業
再
生
フ
ェ
ー

ズ
に
あ
る
事
業
者
に
焦
点
を
あ
て
、

過
去
の
事
例
を
交
え
て
ご
説
明
し
ま

す
。
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
が

関
与
し
て
い
た
県
内
事
業
者
の
暫
定

的
な
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
出
口
を
模

索
す
る
中
で
、①
債
務
超
過
の
解
消
、

Panelist（パネリスト）

Facilitator（ファシリテーター）

横田 直忠 氏
（よこた　なおただ）

中小企業庁 事業環境部金融課
課長補佐

阿部・井窪・片山法律事務所
より中小企業庁に出向し、「中
小企業活性化パッケージ」の
政策企画、立案および「中小企
業の事業再生等に関するガイ
ドライン」の策定に関与。

高橋 徹 氏
（たかはし　とおる）
読売新聞東京本社 調査研究本部 
主任研究員

読売新聞経済部次長、中部支
社編集センター次長、静岡支
局長を経て現職。専門分野は
経済全般、会計・ファイナン
ス、中小企業経営、事業承継
など。

十亀 幹夫 氏
（そがめ　みきお）
日本政策金融公庫
取締役

1986年4月農林漁業金融公
庫入庫 (現 :日本政策金融公
庫)。�2015年4月名古屋支店
農林水産事業統轄就任。以降、
東海北陸地区統轄、審査部長
を経て、2020年6月より現職。

中小企業の収益力改善・事業再生・再チャレンジの総合的支援のため、各フェーズに応じた支援策を策定

収益力改善・事業再生・再チャレンジを一元的に支援する体制の構築
●「中小企業活性化協議会」を設置　●中小企業活性化協議会がハブとなって金融機関、民間専門家、各種支援機関と連携
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②
借
入
返
済
の
組
み
直
し
と
い
っ
た

事
業
者
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

再
生
フ
ァ
ン
ド
、資
本
性
ロ
ー
ン
、シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
財
務
再
構
築
支
援
を
実
施
し
ま
し

た
。
本
事
例
で
は
、案
件
の
初
期
段
階

か
ら
日
本
公
庫
な
ど
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
し
、
協
調
融
資
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
事
例
の
よ
う
に
関
係

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
本

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
各
種
施
策
を
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
企
業

の
円
滑
な
事
業
再
生
に
寄
与
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋　
石
井
常
務
よ
り
中
小
企
業
活

性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
活
用
に
向
け
た
具

体
的
な
取
組
み
を
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。
政
策
金
融
機
関
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、
日
本
公

庫
の
十
亀
さ
ん
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

十
亀　
静
岡
銀
行
様
の
積
極
的
な
地

元
に
お
け
る
支
援
姿
勢
は
大
変
素
晴

ら
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、普
段
の
情

報
交
換
を
通
じ
て
顔
の
見
え
る
関
係

を
構
築
し
、本
事
例
の
よ
う
に
ス
ム
ー

ズ
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

常
日
頃
か
ら
の
連
携
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

は
、
中
小
企
業
の
状
況
に
応
じ
た
施

策
が
設
け
ら
れ
、フ
ェ
ー
ズ
が
推
移
し

て
も
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で
き
る

点
が
、非
常
に
意
義
深
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
日
本
公
庫
で
は
昨
年
度
か
ら
、「
中

小
企
業
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」と
い
う
中
小
企
業
者
の
経
営
状

況
に
応
じ
た
支
援
策
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
支
援
体
制
も
整
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、小
規
模
事
業
者
に
つ

い
て
も
、融
資
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
通
じ
て
助
言
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
日
本
公
庫

の
取
組
み
は「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」と
考
え
方
や
目
指
す
と
こ

ろ
は
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
の
皆
さ
ま
と
緊
密
に
連
携

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
橋　

続
き
ま
し
て
、
信
用
保
証
協

会
の
ご
対
応
に
つ
い
て
、原
田
さ
ん
お

願
い
し
ま
す
。

原
田　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４

号
は
2
0
2
2
年
９
月
30
日
ま
で
延

長
が
見
込
ま
れ
、「
伴
走
支
援
型
特
別

保
証
制
度
」に
つ
い
て
も
今
年
２
月
に

改
正
が
行
わ
れ
、
取
扱
期
間
が
来
年

３
月
末
ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

本
制
度
の
運
用
を
通
じ
、
引
き
続
き

全
国
の
金
融
機
関
と
連
携
し
て
、
伴

走
型
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
2
0
2
2
年
４
月
１
日
よ
り

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
で
実
施
し

て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ー
制
度
を
活
用
し
、

事
業
再
生
支
援
の
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の

習
得
に
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
活
用

高
橋　
次
は
事
業
再
生
フ
ェ
ー
ズ
の

中
の
、「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て
、

研
究
会
座
長
を
務
め
ら
れ
た
小
林
先

生
、要
点
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

小
林　
中
小
企
業
が
持
続
的
成
長
に

向
け
て
踏
み
出
す
に
は
、
中
小
企
業

者
と
金
融
機
関
が
お
互
い
の
立
場
を

よ
く
理
解
し
、
共
通
の
認
識
の
下
で

一
体
と
な
っ
て
事
業
再
生
に
取
り
組

む
の
が
重
要
で
す
。「
中
小
企
業
の
事

業
再
生
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

は
、こ
の
実
現
を
後
押
し
し
、中
小
企

業
者
の
維
持
発
展
、
ひ
い
て
は
日
本

経
済
・
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、一
種
の
社
会
的
な
コ

ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
、平
時
・
有
事
の

各
段
階
で
中
小
企
業
者
と
金
融
機
関

と
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
化
す

る
と
と
も
に
、
事
業
再
生
な
ど
に
関

す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

双
方
が
平
時
か
ら
こ
れ
を
実
行
す

る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
て
信
頼
関

係
を
構
築
し
、
経
営
改
善
に
よ
る
有

事
の
予
防
や
、い
ざ
と
い
う
時
に
も
ス

ム
ー
ズ
な
事
業
再
生
が
で
き
る
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
順
守
し

て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

新
た
な
準
則
型
私
的
整
理
を
定
め
て

い
ま
す
。従
来
の
再
生
型
だ
け
で
な
く
、

廃
業
型
も
含
め
た
上
、
公
正
中
立
的

立
場
の「
第
三
者
支
援
専
門
家
」が
計

画
案
の
調
査
報
告
や
手
続
き
の
進
行

に
関
与
で
き
る
よ
う
に
し
、手
続
き
の

公
正
性
や
透
明
性
を
確
保
し
て
、
金

融
機
関
も
理
解
し
や
す
く
、
金
融
機

関
間
の
調
整
も
進
み
や
す
く
し
て
お

り
ま
す
。

高
橋　
横
田
さ
ん
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
政
策
的
な
観
点
か
ら
補
足
い

た
だ
け
ま
す
か
。

横
田　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
地
域
経
済
を
支
え
る「
３
つ

の
物
差
し
」と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
つ
目
は「
中
小
企
業
と
金
融
機

関
の
共
通
の
物
差
し
」。
双
方
が
良
好

な
信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
在
り
方

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、対
話
の

き
っ
か
け
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

２
つ
目
は
、「
金
融
機
関
同
士
の
共

通
の
物
差
し
」で
す
。
複
数
の
金
融
機

関
と
取
引
の
あ
る
中
小
企
業
が
経
営

改
善
、事
業
再
生
、円
滑
な
廃
業
に
取

り
組
む
場
合
、
金
融
機
関
の
調
整
は

よ
り
複
雑
に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
金
融
機
関
同
士

の
共
通
の
物
差
し
と
な
っ
て
、ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
が
進
め
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、中

小
企
業
お
よ
び
中
小
企
業
支
援
者（
金

融
機
関
含
む
）の「
中
長
期
的
な
地
域

経
済
を
考
え
る
物
差
し
」と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、再
生
型
私

的
整
理
手
続
に
お
け
る
再
生
計
画
の

内
容
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
地
域

経
済
へ
の
影
響
も
鑑
み
た
内
容
と
す

る
と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

個
々
の
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援

だ
け
で
な
く
、企
業
・
経
営
者
・
従
業

員
を
大
き
く
地
域
財
産
と
考
え
て
、中

長
期
的
な
目
線
で
地
域
の
発
展
を
考

え
る
一
助
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

高
橋　

公
的
機
関
、
金
融
機
関
を
問

わ
ず
、中
小
企
業
を
支
援
す
る
す
べ
て

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、こ
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を「
共
通
の
物
差
し
」と
し

て
目
線
合
わ
せ
を
し
、
事
業
再
生
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

￨
￨
￨
￨
￨
￨ 

中
略 

￨
￨
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￨
￨
￨
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中
小
企
業
者
の
経
営
改
善
支
援
・

収
支
改
善
支
援
に
向
け
た
連
携
に
つ
い
て

高
橋　

最
後
の
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
後
の
支
援
機
関
連
携
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
言
葉

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
井　

弊
行
が
県
内
で
行
っ
て
い
る

営
業
店
向
け
の
案
件
相
談
会
に
は
、日

本
公
庫
、信
用
保
証
協
会
の
担
当
者
様

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
協
調
融
資
な

ど
の
相
談
を
行
え
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
地
域
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
、各
所
と
の
協
調
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
も
連
携
を
強
化
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。

原
田　
信
用
保
証
協
会
で
も
、各
地
の

金
融
機
関
や
外
部
機
関
な
ど
と
積
極

的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ

こ
に
は
地
域
ご
と
の
実
情
が
あ
る
こ
と

か
ら
、関
係
者
間
で
役
割
を
分
担
し
な

が
ら
、連
携
支
援
し
て
い
く
姿
勢
が
重

要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

十
亀　

日
本
公
庫
に
お
い
て
は
地
元

金
融
機
関
と
の
連
携
は
地
域
の
企
業

を
支
え
る
上
で
不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま

す
。
加
え
て
、民
間
金
融
機
関
だ
け
で

は
な
く
、地
元
自
治
体
、地
域
経
済
活

性
化
支
援
機
構
な
ど
と
も
連
携
し
、各

機
関
の
有
す
る
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
、

事
業
再
生
な
ど
を
図
る「
地
域
の
面
的

再
生
」に
取
り
組
ん
だ
事
例
が
あ
り
ま

す（
詳
細
は
P
16
参
照
）。
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
た
中
小
企
業
支
援
に
当
た
っ
て

は
、日
頃
か
ら
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
と

顔
の
見
え
る
関
係
を
築
き
、早
い
段
階

か
ら
目
線
を
合
わ
せ
て
、そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
知
見
や
ツ
ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
最
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋　

多
方
面
と
の
連
携
に
つ
い
て

弁
護
士
の
立
場
か
ら
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

小
林　
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・
成
長

は
、日
本
経
済
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
の
理
解
が
浸
透
す
れ
ば
、よ

り
多
く
の
連
携
が
進
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

地
域
振
興
の
点
か
ら
も
、支
援
の

際
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
た
る
民
間
金
融

機
関
に
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
が
、
民
間
が
積

極
的
に
動
け
な
い
局
面
で
は
、
政
策

側
が
リ
ー
ド
役
を
果
た
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

高
橋　

関
係
各
所
の
連
携
の
重
要
性

に
加
え
、政
策
側
の
リ
ー
ド
も
必
要
と

の
こ
と
で
す
が
、「
中
小
企
業
活
性
化

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」は
、ま
さ
に
コ
ロ
ナ
後
を

見
据
え
て
中
小
企
業
支
援
を
後
押
し

す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

横
田　

政
策
側
で
あ
る
中
小
企
業
庁

と
し
て
は
、「
中
小
企
業
活
性
化
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」や
、本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活

用
イ
メ
ー
ジ
の「
３
つ
の
物
差
し
」が
、

今
後
の
連
携
の
お
役
に
立
て
ば
と
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

事
業
再
生
は
経
営
者
に
と
っ
て
、自

身
の
経
営
に
真
摯
に
向
き
合
い
事
業

そ
の
も
の
の
改
善
点
を
探
す
こ
と
で
、

経
営
者
の「
覚
悟
」を
醸
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
中
長
期
的
に
地
域

の
雇
用
や
取
引
先
を
守
れ
る
こ
と
、金

融
機
関（
債
権
者
）と
の
対
話
を
通
じ
て

信
頼
関
係
を
構
築
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
も
の
と
し
て
、積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
も
の
で
す
。し
か
し
、こ
れ
ま
で

事
業
再
生
は
、一
部
の
想
い
の
あ
る
金

融
機
関
の
方
々
、専
門
家
の
方
々
の
ご

尽
力
で
成
り
立
っ
て
お
り
、伴
走
支
援

者
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
や
専
門
家
の
方
々
が
参

画
し
や
す
い
よ
う
整
備
し
た
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
、各
種
の
補
助
政
策
な
ど

を
活
用
し
て「
事
業
再
生
」の
間
口
を

広
げ
、
中
小
企
業
の
伴
走
支
援
者
を

増
や
し
、１
社
で
も
多
く
の
中
小
企
業

が
、経
営
危
機
か
ら
脱
却
し
、成
長
す

る
未
来
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

高
橋　
登
壇
者
の
皆
さ
ま
、本
日
は
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
活
発
な
ご
意

見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。� 

F

特集 コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生
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講 

評 

■

　

経
営
状
況
の
フ
ェ
ー
ズ
に
応
じ
た
施

策
を
盛
り
込
ん
だ「
中
小
企
業
活
性
化

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」お
よ
び
、第
三
者
支
援
専

門
家
の
参
加
も
想
定
し
た
新
た
な「
事

業
再
生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
つ
い
て
、企

画
立
案
を
担
当
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
、

直
接
解
説
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
趣
旨
や

狙
い
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
官
民
金
融
機
関
を
代
表

す
る
皆
さ
ま
に
、
中
小
企
業
の
事
業
再

生
や
増
大
す
る
債
務
へ
の
対
応
な
ど
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み

イ
メ
ー
ジ
を
伺
え
た
こ
と
な
ど
、貴
重
な

機
会
に
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
社
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
具
体
的

な
事
例
に
つ
い
て
も
、
中
小
企
業
再
生

フ
ァ
ン
ド
を
積
極
的
に
活
用
し
、地
域
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
バ
ン
ク
と
し
て
、地
域
経

済
、雇
用
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
く
と

い
う
強
い
想
い
が
感
じ
ら
れ
、
大
変
心

強
く
思
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、視
点
を

持
っ
た
関
係
者
・
支
援
者
の
皆
さ
ま
が

連
携
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
新
た
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
積
極
活
用
と
、早
期
浸
透

を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
中
小
企
業

支
援
に
あ
た
っ
て
は
２
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
１
つ
は
既
に
制
度
化
さ
れ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の
総
動
員
。

そ
し
て
も
う
１
つ
が
、官
民
金
融
機

関
・
各
種
支
援
機
関
の
連
携
で
す
。

全
国
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た

め
に
は
、
各
地
の
実
情
を
十
分
に

理
解
し
た
皆
さ
ま
が
連
携
し
て
支

援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
金
融
庁
・
中
小
企
業
庁
で
は
、既

に
全
国
の
財
務
局
、
経
済
産
業
局

と
協
力
し
、
都
道
府
県
単
位
で
対

応
策
を
関
係
者
間
で
共
有
す
る「
事

業
者
支
援
態
勢
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、今

後
は
よ
り
地
域
の
金
融
機
関
と
専

門
家
の
皆
さ
ま
に
も
緊
密
に
連
携

し
て
い
た
だ
き
、
中
小
企
業
の
実

情
に
即
し
た
支
援
を
進
め
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
に
加
え
て
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
も
あ
り
、
原
油

や
部
品
の
調
達
難
に
よ
っ
て
困
難

に
直
面
し
て
い
る
中
小
企
業
の
皆

さ
ま
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
、金

融
機
関
な
ど
の
真
価
が
問
わ
れ
る

局
面
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
議
論
さ
れ
た「
中
小
企
業
活

性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」や「
事
業
再
生

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
有
効
に
活
用

さ
れ
、支
援
が
一
層
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

野崎 英司�氏
（のざき　えいじ）
金融庁 監督局 総務課長



2022.6 14

長島・大野・常松法律事務所　弁護士

小林 信明（こばやし のぶあき）

1983年弁護士登録（東京弁護士会）。個人版私的整理
に関するガイドライン運営協議会議長、経営者保証
に関するガイドライン研究会座長等を歴任。2021・
2022年中小企業の事業再生等に関する研究会座長。
長島・大野・常松法律事務所所属。

Commentary

1
．は
じ
め
に

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、2
0
2
1

年
6
月
に
公
表
さ
れ
た
政
府
の「
成

長
戦
略
実
行
計
画
」の
中
で
、
中
小

企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
た
事
業
再

生
の
た
め
の
私
的
整
理
等
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
の
検
討
が
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、2
0
2
1
年

11
月
5
日
、全
国
銀
行
協
会
が
事
務

局
と
な
り
、「
中
小
企
業
の
事
業
再

生
等
に
関
す
る
研
究
会
」が
発
足
し
、

筆
者
は
座
長
と
し
て
取
り
ま
と
め
を

行
っ
た
。

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、法
的
拘

束
力
は
な
い
が
、
債
務
者
で
あ
る
中

小
企
業
者
、
債
権
者
で
あ
る
金
融
機

①
中
小
企
業
者
と
金
融
機
関
の
対
応

の
明
確
化

　
「
平
時
」、「
有
事
」、「
事
業
再
生
計

画
成
立
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」の

各
段
階
に
か
か
る
中
小
企
業
者
お
よ

び
金
融
機
関
双
方
の
対
応
を
明
記

し
て
い
る（
次
頁
図
表
）。
こ
れ
は
、

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
大
き
な
特
徴
の

1
つ
で
あ
り
、切
れ
目
の
な
い
中
小

企
業
の
経
営
支
援
の
観
点
か
ら
、大

変
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、「
有
事
」と
い
う
の
は
、

中
小
企
業
者
が「
収
益
力
の
低
下
、

過
剰
債
務
等
に
よ
る
財
務
内
容
の
悪

化
、資
金
繰
り
の
悪
化
等
が
生
じ
た

た
め
、
経
営
に
支
障
が
生
じ
、
又
は

生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」の
こ

関
等
お
よ
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
人

に
よ
っ
て
、自
発
的
に
尊
重
さ
れ
、遵

守
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本

稿
で
は
紙
面
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と
特
徴
を

説
明
す
る
。

2
．本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

　

 

概
要
と
特
徴

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
三
部
構
成
と

し
て
お
り
、第
一
部
で
は「
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
目
的
等
」、
第
二
部
で
は

「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
」、
第
三
部
で

は「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
の
た

め
の
私
的
整
理
手
続
」（
い
わ
ゆ
る

「
中
小
企
業
版
私
的
整
理
手
続
」）を

定
め
て
い
る
。

（
1
）第
一
部　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

目
的
等

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
1
つ
目
の

目
的
は
、
対
象
企
業
の「
平
時
」、「
有

事
」、「
事
業
再
生
計
画
成
立
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
」、お
の
お
の
の
段
階
に

お
い
て
、中
小
企
業
者
、金
融
機
関
そ

れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確

化
し
、
事
業
再
生
等
に
関
す
る
基
本

的
な
考
え
方
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。

　

2
つ
目
の
目
的
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
か

ら
の
脱
却
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、よ

り
迅
速
か
つ
柔
軟
に
事
業
再
生
等

に
取
り
組
め
る
よ
う
、新
た
な
準
則

型
私
的
整
理
手
続
を
定
め
る
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
、本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象

企
業
は
、中
小
企
業
基
本
法
に
よ
る

「
小
規
模
企
業
者
」を
含
む「
中
小
企

業
者
」で
あ
る
。
個
人
事
業
主
も
利

用
可
能
で
あ
る
他
、中
小
企
業
基
本

法
の
要
件
に
形
式
上
該
当
し
な
い

場
合
で
も
、事
業
実
態
に
照
ら
し
適

切
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
準
用
す
る
こ
と
は
妨
げ

ら
れ
な
い
な
ど
、柔
軟
な
適
用
を
可

能
と
し
て
い
る
。

（
2
）第
二
部　
中
小
企
業
の
事
業
再

生
等
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

解 説「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」解
説
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コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生

と
を
言
う
。

②
私
的
整
理
検
討
時
の
留
意
点

　

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、私
的
整

理
検
討
時
の
留
意
点
と
し
て
、保
証

債
務
の
整
理
を
図
る
と
き
は
、保
証

人
は「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」を
積
極
的
に
活
用
す
る

な
ど
し
て
、主
債
務
と
一
体
整
理
を

図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
な
ど
を
定
め

た
。本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
同
時
に「
経

営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

研
究
会
」で
定
め
た「
廃
業
時
に
お
け

る『
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
』の
基
本
的
考
え
方
」も
公
表

さ
れ
て
お
り
、両
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

一
体
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
で
、迅

速
か
つ
円
滑
な
私
的
整
理
手
続
に

資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）第
三
部　
中
小
企
業
の
事
業
再

生
等
の
た
め
の
私
的
整
理
手
続

　

第
三
部
は
、中
小
企
業
の
実
態
に

合
わ
せ
た
新
た
な
準
則
型
私
的
整
理

手
続
と
し
て「
中
小
企
業
の
事
業
再

生
等
の
た
め
の
私
的
整
理
手
続
」（
中

小
企
業
版
私
的
整
理
手
続
）を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、第
二
部
の
平
時
お
よ
び
有

事
で
求
め
ら
れ
る
対
応
を
全
て
行
っ

て
い
る
中
小
企
業
者
で
な
け
れ
ば
、

第
三
部
の
本
手
続
の
利
用
申
出
が
で

き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と

に
留
意
さ
れ
た
い
。

　
本
手
続
は
、「
再
生
型
手
続
」と「
廃

業
型
手
続
」の
2
種
類
が
あ
り
、本
稿

で
は
主
要
な
特
徴
等
を
整
理
す
る
。

①
中
小
企
業
版
私
的
整
理
手
続
の

特
徴

（
ア
） 

廃
業
型
手
続
の
策
定

　
廃
業
型
の
債
務
整
理
手
続
と
し
て

は
、こ
れ
ま
で
準
則
型
の
私
的
整
理

手
続
が
な
く
、ま
た
破
産
等
の
法
的

整
理
手
続
が
な
さ
れ
ず
、放
置
さ
れ

る
事
例
も
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、中

小
企
業
者
が
廃
業
す
る
場
合
の
公

正
で
透
明
性
の
あ
る
手
続
き
を
示

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
廃
業
型
手
続

を
策
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、安

易
に
廃
業
を
促
す
趣
旨
で
は
な
い

こ
と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

（
イ
） 

第
三
者
支
援
専
門
家

　
「
再
生
型
手
続
」と「
廃
業
型
手
続
」

の
い
ず
れ
も
、本
手
続
で
新
た
に
定

義
さ
れ
た「
第
三
者
支
援
専
門
家
」の

関
与
を
必
須
と
し
て
お
り
、こ
の
点

が
本
手
続
の
大
き
な
特
徴
の
１
つ
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、事
業

再
生
に
関
す
る
専
門
家
が
、中
小
企

業
者
・
金
融
機
関
の
間
に
立
っ
て
公

正
・
中
立
な
立
場
か
ら
関
与
す
る
こ

と
で
、円
滑
か
つ
迅
速
に
事
業
再
生

を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
者
支
援
専
門
家
と
は
、「
弁

護
士
、公
認
会
計
士
等
の
専
門
家
で

あ
っ
て
、再
生
型
私
的
整
理
手
続
お

よ
び
廃
業
型
私
的
整
理
手
続
を
遂
行

す
る
適
格
性
を
有
し
、そ
の
適
格
認

定
を
得
た
も
の
」と
定
義
さ
れ
、
適

格
性
を
有
す
る
第
三
者
支
援
専
門
家

候
補
者
の
リ
ス
ト
は
、中
小
企
業
活

性
化
全
国
本
部
お
よ
び
一
般
社
団
法

人
事
業
再
生
実
務
家
協
会
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、第
三
者
支
援
専
門
家
の
業

務
が
金
融
機
関
調
整
や
事
業
再
生
計

画
案
の
う
ち
法
律
事
務
に
関
す
る

調
査
報
告
書
の
作
成
を
含
む
場
合

に
は
、第
三
者
支
援
専
門
家
に
は
少

な
く
と
も
弁
護
士
を
１
名
選
任
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
ウ
）
中
小
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え

た
手
続

　

中
小
企
業
版
私
的
整
理
手
続（
再

生
型
）で
は
、「
手
続
開
始
の
要
件
簡

素
化
」「
中
小
企
業
者
の
実
態
を
踏

ま
え
た
計
画
数
値
基
準
の
設
定
」「
経

営
者
責
任
の
明
確
化
に
お
け
る
自
然

災
害
や
感
染
症
の
世
界
的
流
行
等

の
配
慮
の
明
記
」等
に
よ
り
、
中
小

企
業
者
の
実
態
に
即
し
て
使
い
勝

手
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

（
エ
）地
域
経
済
の
考
慮

　

本
手
続
を
利
用
し
て
事
業
再
生

や
廃
業
を
図
る
こ
と
が
、対
象
債
権

者
の
経
済
合
理
性
の
確
保
は
も
と
よ

り
、地
域
経
済
へ
の
影
響
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
、地
域
で
の
雇
用

維
持
に
資
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

場
合
、こ
れ
ら
を
手
続
き
に
お
い
て

考
慮
す
る
余
地
を
設
け
て
い
る
。

②
政
府
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
等

　

本
手
続
を
利
用
し
た
場
合
の
外

部
専
門
家
・
第
三
者
支
援
専
門
家
の

費
用
に
つ
い
て
は
一
定
の
要
件
の

下
、補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、中
小
企

業
者
の
経
済
的
負
担
に
も
重
要
な

意
味
を
持
つ
。
た
だ
し
、補
助
金
の

助
成
を
受
け
る
に
は
、第
三
者
支
援

専
門
家
、
外
部
専
門
家
を
問
わ
ず
、

「
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
」で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

3
．お
わ
り
に

　
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要
と
特
徴

を
説
明
し
て
き
た
が
、大
き
な
指
針

を
示
す
と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
性

質
上
、実
務
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部

分
も
多
い
。
既
に
、日
本
公
庫
の
事

業
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
含
め
、弁

護
士
等
実
務
家
に
よ
る
勉
強
会
等
も

多
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
周
知
、
活
用
が
進
み
、
企

業
が
自
律
的
・
持
続
的
な
成
長
に
向

け
た
収
益
力
の
改
善
に
取
り
組
む

に
当
た
っ
て
、有
効
な
選
択
肢
と
な

る
こ
と
を
切
に
願
う
。�

F

特集

図表：各段階における中小企業者と金融機関の対応

中小企業者 金融機関

平 時

・財務基盤強化
・経営の透明性確保
・法人と経営者の資産の

分別管理
・予防的対応

・経営課題の把握・分析
・最適なソリューションの

提案
・中小企業者に対する

誠実な対応
・予兆管理

有 事

・経営状況等の適時適切な
開示

・本源的な収益力の回復
・事業再生計画策定
・有事の対応を段階的に

整理

・事業再生計画策定支援
・専門家を活用した支援 
・有事の対応を段階的に整理
（リスケ等 → 債務減免 →
スポンサー支援等）

フォロー
アップ

・事業再生計画の実行
・適時適切な状況報告

・事業再生計画の
モニタリング

・必要に応じた計画見直し
要否検討等

（中小企業者も行う）
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由
緒
あ
る
温
泉
地
に
忍
び
寄
る

地
域
の
魅
力
喪
失
の
危
機

　
「
人
を
癒
し
て
1
2
0
0
年
」。
神
奈
川
県

の
南
西
部
に
あ
る
湯
河
原
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
だ
。「
足
柄
の 

土
肥
の
河
内
に 

出
づ

る
湯
の
」と
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
由
緒
あ

る
温
泉
地
は
、夏
目
漱
石
や
芥
川
龍
之
介
を

は
じ
め
高
名
な
作
家
た
ち
に
も
愛
さ
れ
た
。

　

東
海
道
本
線
直
通
で
利
便
性
が
良
く
、首

都
圏
・
東
海
地
方
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
押

し
寄
せ
、飲
食
・
宿
泊
業
を
主
産
業
と
し
て

発
展
し
て
き
た
こ
の
町
に
も
、不
況
や
高
齢

化
の
波
は
確
実
に
押
し
寄
せ
て
い
る
。
こ

と
に
深
刻
な
の
は
、宿
泊
施
設
の
休
廃
業
問

題
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、そ

れ
以
前
か
ら
、大
都
市
近
郊
の
温
泉
地
は
中

高
年
の
団
体
旅
行
を
主
客
層
と
し
て
き
た
。

町
全
体
で
何
人
の
客
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

か
と
い
う
施
設
数
の
維
持
は
、町
の
財
政
的

に
も
命
綱
と
い
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
、湯
河
原
町
を
愛
す
る
常
連

客
や
家
族
連
れ
、少
人
数
・
個
人
旅
行
客
は
、

宿
の
風
情
や
快
適
さ
、お
も
て
な
し
や
料
理

と
い
っ
た
付
加
価
値
を
重
視
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
は
、さ
ら
に
こ
の

傾
向
が
進
む
だ
ろ
う
。

　

湯
河
原
町
は
、２
０
０
７
年
か
ら
町
長
を

務
め
る
冨
田
幸
宏
氏
自
身
が
元
旅
館
経
営

者
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、就
任
当
初
か
ら
こ

う
し
た
時
代
と
客
層
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
、警
鐘
を
鳴
ら
し
て
き
た
と
い
う
。

　

し
か
し
近
年
、町
の
顔
で
あ
っ
た
人
気
旅

館
や
老
舗
旅
館
が
経
営
危
機
に
ひ
ん
す
る

な
ど
の
厳
し
い
現
実
が
あ
り
、地
域
の
魅
力

喪
失
へ
の
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
た
。

湯
河
原
を
モ
デ
ル
エ
リ
ア
に

2
0
1
7
年
か
ら
進
む
地
域
再
生
構
想

　

そ
ん
な
湯
河
原
町
で
は
現
在
、あ
る
老
舗

旅
館
の
再
生
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
芸
能
人

や
海
外
の
著
名
人
も
訪
れ
る
名
旅
館
な
が

ら
、家
族
経
営
の
限
界
も
あ
り
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
た
。こ
の
旅
館
を
再
生
す
る
た
め
、

観
光
庁
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
連
携
機
関
・

自
治
体
・
地
元
金
融
機
関
な
ど
、多
く
の
関

係
者
が
協
調
し
て
い
る
取
組
み
が
、全
国
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
「
湯
河
原
町
に
お
け
る
地
域
旅
館
統
合
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
以
下
統
合
P
F
）」と
名

付
け
ら
れ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ま
と
め

役
を
務
め
る
の
は
、癒
し
場
不
動
産
株
式
会

社
の
塚
原
亮
太
代
表
だ
。
国
の
認
可
法
人
・

株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構（
以

下
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
も
あ

る
塚
原
氏
に
、統
合
P
F
の
概
要
と
、こ
の

取
組
み
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
い
た
。

　
「
ま
ず
は
じ
め
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
今
回
の
統
合
P
F
は
、2
0
1
7
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た“
湯
河
原
エ
リ
ア
を
モ

デ
ル
地
域
と
し
た
持
続
可
能
な
温
泉
旅
館

街
の
構
想
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”の
第
2
段

神奈川県足柄下郡湯河原町

点ではなく「面」の地域再生を目指して
湯河原発・地域旅館統合プラットフォーム
都心から約1時間半。神奈川県・湯河原町は万葉集にも詠まれた歴史ある温泉地だ。
この町では今、老舗旅館の再生を通じて、
地域を面的に再生しようという官民一体のプロジェクトが進行している。

Case
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階
に
当
た
る
取
組
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
2
0
2
1
年
ま
で
に
実
施
し
た
第
1
段

階（
面
的
観
光
周
遊
活
性
化
）で
は
、湯
河
原

を
散
策
し
て
楽
し
い
町
、収
益
性
の
高
い
町

に
す
る
た
め
、
万
葉
公
園
の
再
整
備
や
、
遊

休
店
舗
を
生
か
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
、カ
フ
ェ

の
誘
致
、か
つ
て
町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
休

業
旅
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
を
行
い
ま

し
た
」（
塚
原
氏
）。

　

癒
し
場
不
動
産
は
、第
1
段
階
の
推
進
実

績
に
よ
っ
て
湯
河
原
町
の
地
域
社
会
で
も

確
か
な
認
知
度
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
第
2
段
階
の
統
合
P
F
で
は
、
旅
館
が

集
ま
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、近
接
す
る

2
軒
の
小
規
模
旅
館（
各
20
室
前
後
）
運
営

を
統
合
し
て
経
営
効
率
を
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ

に
個
性
あ
る
旅
館
へ
と
再
生
し
ま
す
。

　

一
方
の
旅
館
は
既
に
廃
業
し
て
い
る
た

め
買
い
取
り
、も
う
一
方
は
経
営
者
と
の
20

年
間
の
長
期
賃
貸
借
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

　
こ
の
不
動
産
取
得
お
よ
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
資
金
は
、地
元
の
さ
が
み
信
用
金
庫
と
日

本
公
庫
か
ら
の
融
資
、
さ
ら

に
R
E
V
I
C
が
運
用
し
、

湯
河
原
町
も
営
業
エ
リ
ア
に

含
む
静
岡
県
の
三
島
信
用

金
庫
も
リ
ミ
テ
ッ
ド
パ
ー
ト

ナ
ー（
以
下
Ｌ
Ｐ
）と
し
て
出

資
し
て
い
る
観
光
遺
産
産
業

化
フ
ァ
ン
ド
か
ら
調
達
し
て

い
ま
す
。
日
本
公
庫
に
は
迅

速
か
つ
大
型
の
融
資
に
加
え
、公
的
な
立
場

か
ら
計
画
の
内
容
や
契
約
書
の
法
務
確
認

な
ど
も
行
っ
て
い
た
だ
き
、大
い
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、統
合
後
の
運
営
は
、足
柄
・
伊
豆

エ
リ
ア
で
の
ホ
テ
ル
経
営
に
定
評
の
あ
る

会
社
に
運
営
事
業
者（
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）と

な
っ
て
も
ら
い
ま
す
」と
、塚
原
氏
の
口
か

ら
は
次
々
に
関
係
者
の
名
が
挙
が
っ
た
。

全
国
で
応
用
可
能
な

汎
用
ス
キ
ー
ム
化
へ
の
第
一
歩

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、経
営
者
、出
資
者
、オ
ペ

レ
ー
タ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
組
織・

人
材
が
関
わ
る
こ
の
統
合
P
F
は
、湯
河
原

町
の
た
め
だ
け
に
考
え
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。

　

も
と
も
と
観
光
庁
と
R
E
V
I
C
で
は
、

全
国
の
観
光
地
の
面
的
再
生
を
支
援
す
る

た
め
に
、観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
と
な
る
旅
館

の
再
生
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
今
、日
本
の
観
光
地
で
は
多
く
の
旅
館
が
、

少
子
高
齢
化
や
長
引
く
不
況
に
よ
る
旅
行

客
の
減
少
、経
営
者
の
高
齢
化
な
ど
に
伴
っ

て
、投
資
の
停
滞
→
施
設
の
老
朽
化
・
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
→
客
単
価
の
減
少
→
さ
ら
な

る
施
設
の
老
朽
化
…
と
い
う
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
に
陥
っ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
が
こ
れ
に

拍
車
を
か
け
た
。

　

こ
の
構
造
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

外
部
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
み
、生
産
性
向

上
を
図
れ
る
“
旅
館
再
生
ス
キ
ー
ム
”を
構

築
し
よ
う
と
し
て
立
案
さ
れ
た
の
が
統
合

P
F
な
の
で
あ
る
。

　

湯
河
原
町
は
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
実
践
す

る
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、そ
の
成
否
を
各
方

面
が
注
視
し
て
い
る
。

　
「
な
ぜ
湯
河
原
町
で
着
手
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、全
国
の
観
光
地
を

調
査
し
て
出
た“
旅
館
の
経
営
実
態
”の
結

果（
成
長・新
興
旅
館
20
％
、成
熟
旅
館
50
％
、

衰
退
旅
館
30
％
）と
、ほ
ぼ
同
じ
比
率
だ
っ

た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、山
と
海
に
囲
ま
れ
、近
隣
の
温
泉

地
と
連
な
っ
て
い
な
い
独
立
し
た
環
境
で
、

コ
ス
ト
に
対
す
る
効
果
が
測
定
し
や
す
い

点
も
、モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ

た
の
で
す
。

　

旅
館
経
営
の
経
験
が
あ
る
冨
田
町
長
が

ス
キ
ー
ム
構
築
の
分
科
会
に
も
参
加
し
、前

例
・
実
績
が
な
い
中
で
実
施
の
ご
決
断
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
」と
、
塚
原
氏
は
湯
河
原
町
の
全
面
的
な

協
力
体
制
を
振
り
返
る
。

特集 コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生

癒し場不動産株式会社
代表取締役社長

塚原 亮太 氏

湯河原における「地域旅館統合プラットフォーム」
官民連携支援

融資
地域金融機関

資本性ローン
日本公庫

社債引受
観光ファンド（REVIC出資）

補助金
自治体等

事業継続に
悩みを抱える
旅館オーナー

金融機関

特定目的会社（不動産賃貸業）
温泉地内複数の旅館にリノベーション投資

運営事業者
（オペレーター）

旅館運営

改装資金等 役員派遣

既往債務
返済

事業承継
事業再生

賃料等 賃料

賃貸
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は
長
期
賃
貸
が
可
能
な
旅

館
、そ
し
て
で
き
る
だ
け
、リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
価

値
が
高
ま
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
っ
た
旅
館
を
探
せ
る
か

ど
う
か
が
、
事
業
の
柱
と
な

る
。

　
「
そ
う
い
う
意
味
で
、あ
る

程
度
候
補
は
絞
ら
れ
て
い
た

の
で
す
が
、老
舗
で
あ
る
ほ
ど
、代
々
受
け
継

い
で
き
た
も
の
を
手
放
す
の
は
難
し
い
。
誇

り
も
あ
る
し
、将
来
へ
の
不
安
も
当
然
あ
っ

た
で
し
ょ
う
」（
葊
瀬
氏
）

　

今
回
、賃
貸
借
契
約
を
結
ん
だ
旅
館
の
経

営
者
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
前
向
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
た
が
、他
の
経
営
者
か
ら
は
、長

期
で
賃
貸
借
契
約
を
結
ぶ
こ
と
や
、業
者
を

知
ら
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
安
の
声
も
あ
っ

た
と
い
う
。

　

し
か
し
葊
瀬
氏
は
、R
E
V
I
C
お
よ
び

癒
し
場
不
動
産
が
、第
1
段
階
に
関
わ
っ
て

し
っ
か
り
と
実
績
を
上
げ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
民
間
企
業
だ
け
で
は
難
し
い
規
模
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
可
能
で
あ
る

こ
と
、そ
し
て
、20
年
と
い
う

長
期
の
賃
貸
借
契
約
に
よ
っ

て
、経
営
者
の
暮
ら
し
が
保

証
さ
れ
る
こ
と
を
、丁
寧
に

説
明
し
た
。

　
「
最
終
的
に
当
金
庫
を
信

頼
し
て
ご
決
断
い
た
だ
い
た

経
営
者
様
が
、契
約
後
に
ぽ

つ
り
と
『
ほ
っ
と
し
た
よ
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
た

の
が
、と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、2
0
2
1
年
に
熱
海
で
土
石

流
災
害
が
起
き
た
こ
ろ
で
す
。
歴
史
あ
る
建

物
が
災
害
な
ど
で
傷
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、も

う
自
力
で
の
再
建
は
難
し
い
。
ご
自
身
も
年

を
重
ね
て
い
く
中
で
、代
々
守
っ
て
き
た
宿

を
引
き
継
ぎ
、将
来
へ
の
不
安
か
ら
解
放
さ

れ
た
安
堵
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」と
葊
瀬

氏
は
振
り
返
る
。

　

近
接
す
る
廃
業
し
て
い
た
旅
館
の
買
い
取

り
も
サ
ポ
ー
ト
し
、統
合
P
F
は
着
工
へ
と

力
強
く
前
進
し
た
。

点
で
は
な
く「
面
」の
再
生
で

周
遊
し
て
楽
し
め
る
湯
河
原
へ

　

湯
河
原
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る「
観
光
地
の

面
的
再
生
」は
、既
に
完
了
し
た
万
葉
公
園
を

中
心
と
す
る
再
整
備
を
第
1
段
階
、2
軒
の

小
規
模
旅
館
を
ま
と
め
て
運
営
す
る
統
合
Ｐ

Ｆ
を
第
2
段
階
と
し
て
、2
0
2
2
年
9
月

の
完
成
・
開
業
を
目
指
し
て
い
る
。

老
舗
旅
館
の
経
営
者
を
決
断
さ
せ
た

地
域
と
の
深
い
つ
な
が
り

　

町
が
前
向
き
だ
っ
た
と
は
い
え
、次
に
問

題
に
な
る
の
は
ど
こ
の
旅
館
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
っ
て
く
れ
る
か
だ
っ
た
。

　

そ
の
選
定
と
交
渉
に
貢
献
し
た
の
が
、地

元
の
金
融
機
関
、
さ
が
み
信
用
金
庫
湯
河
原

支
店
だ
。
店
長
の
葊
瀬
真
氏
は
、
統
合
P
F

の
実
働
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、旅
館
経
営
者
た

ち
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
た
。

　
「
統
合
P
F
が
実
施
さ
れ
る
に
当
た
っ
て

は
、
湯
河
原
温
泉
旅
館
協
同
組
合
に
所
属
す

る
67
社
に
、概
要
説
明
を
兼
ね
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、そ
の
う
ち
当

金
庫
の
取
引
先
33
社
を
全
て
訪
問
し
、ニ
ー

ズ
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

お
お
よ
そ
の
経
営
状
況
な
ど
は
把
握
し
て

い
ま
す
が
、事
業
承
継
の
意
向
や
、直
面
し
て

い
る
悩
み
、統
合
P
F
に
関
す
る
疑
問
や
、関

心
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
、
率
直
に
お
伺

い
し
て
み
た
の
で
す
」と
葊
瀬
氏
は
語
る
。

　

さ
ら
に
統
合
P
F
で
は
、買
い
取
り
ま
た

さがみ信用金庫
湯河原支店 店長

葊瀬 真 氏

湯河原町役場
政策グループ参事

内藤 喜文 氏

町立
湯河原美術館

美術館カフェ

万葉公園

ワインバー

温泉場
商店街エリア

湯元通り～
美術館エリア

イタリアン
レストラン

富士屋旅館

A旅館
B旅館

■■■ 第 1 段階（面的観光周遊活性化）
■■■ 第２段階（旅館構造変革）

飲食 ･ 物販・体験等の滞在
周遊動線の整備

観光客を呼び込む
集客周遊動線の整備

長期賃貸借/買取（破産）
リノベーション

Case

【湯河原面的活性化のための取組み】
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特集 コロナ後を見据えた中小企業支援と事業再生

挟
ん
で
静
岡
県
側
の
三
島
市
を
拠
点
と
す
る

三
島
信
用
金
庫
だ
。

　
「
当
金
庫
は
、
観
光
遺
産
産
業
化
フ
ァ
ン

ド
の
Ｌ
Ｐ
出
資
と
と
も
に
協
調
融
資
で
、湯

河
原
町
の
統
合
P
F
に
参
画
し
ま
し
た
。
参

画
の
理
由
は
、隣
県
な
が
ら
商
圏
が
重
な
っ

て
お
り
、当
金
庫
の
お
取
引
先
も
若
干
数
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、そ
し
て
、湯
河
原
町
と
同

じ
よ
う
な
規
模
・
状
況
の
温
泉
地
・
観
光
地

が
点
在
す
る
伊
豆
半
島
が
、当
金
庫
の
重
要

な
営
業
エ
リ
ア
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
『
い
ず
れ
は
全
国
の
観
光
地
再
生
に
』と
考

え
ら
れ
た
ス
キ
ー
ム
が
、す
ぐ
そ
ば
で
試
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
進
捗
や
成
否
を
き
ち
ん
と

見
定
め
る
た
め
に
も
、当
事
者
と
な
っ
て
し
っ

か
り
関
わ
り
、い
ず
れ
は
地
元
の
活
性
化
に

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

同
金
庫
初
の
フ
ァ
ン
ド
へ
の
L
P
出
資

を
推
進
し
た
、
坂
本
剛
宏
主
任
調
査
役
が

所
属
す
る
の
は
、
三
島
信
用
金
庫
元
気
創

造
部
地
域
未
来
創
造
課
。
数
年
前
ま
で
は

R
E
V
I
C
に
も
出
向
し
て
お
り
、
地
域
振

興
の
重
要
さ
も
、
自
治
体
だ
け
、
企
業
だ
け

の
再
生
計
画
に
は
限
界
が
あ
る
こ
と
も
、よ

く
理
解
し
て
い
る
人
物
だ
。

　
「
地
域
再
生
は
、や
は
り
地
元
に
思
い
入
れ

の
あ
る
人
が
推
進
す
べ
き
で
す
。
そ
う
い
う

点
で
今
回
は
、癒
し
場
不
動
産
、Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
、

湯
河
原
町
役
場
、さ
が
み
信
用
金
庫
、日
本
公

庫
と
、と
て
も
い
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

が
そ
ろ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
の
中
で
当
金
庫
は
、

客
観
的
な
視
点
で
統
合
P
F
の
将
来
を
見

つ
め
、出
資
の
成
果
が
ど
う
な
る
の
か
、当
エ

リ
ア
で
も
応
用
で
き
る
ス
キ
ー
ム
な
の
か
を

見
定
め
た
い
と
思
い
ま
す
」（
坂
本
氏
）

統
合
P
F
の
成
果
は

未
来
が
証
明
す
る

　

コ
ロ
ナ
の
渦
中
に
も
堅
実
に
進
め
ら
れ

て
き
た
統
合
P
F
を
経
て
、失
わ
れ
か
け
て

い
た
老
舗
旅
館
は
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

日
々
進
む
工
事
の
様
子
は
、も
ち
ろ
ん
地

元
の
人
々
の
注
目
の
的
だ
。
さ
が
み
信
用
金

庫
に
は「
次
は
自
分
の
旅
館
も
」と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
る

と
い
う
。

　
「
今
回
、
官
民
が
連
携
し

て
支
援
を
行
っ
た
こ
と
で
、

こ
ん
な
や
り
方
が
あ
る
の
か
、

こ
ん
な
ス
ピ
ー
ド
感
と
ス

ケ
ー
ル
の
案
件
に
、一
信
金

が
関
わ
れ
る
の
か
と
学
べ
た

こ
と
も
、良
い
経
験
で
し
た
」

　
「
湯
河
原
の
旅
館
は
、
競
合
す
る
近
隣
温

泉
と
比
べて
も
顧
客
満
足
度
が
高
く
、中
で
も

“
食
”に
は
定
評
が
あ
り
ま
す
。
食
に
こ
だ
わ
る

人
々
に
支
持
さ
れ
、常
連
客
も
多
い
。

　
逆
に
こ
の
た
め
、お
客
様
が
宿
に
こ
も
って
し

ま
い
、町
を
周
遊
し
て
く
れ
な
い
。
宿
以
外
で

楽
し
く
消
費
す
る
場
所
や
機
会
が
少
な
い
、と

い
う
点
が
悩
み
の
種
で
し
た
」と
、町
の
魅
力

で
も
課
題
で
も
あ
っ
た
点
を
分
析
し
た
の
は
、

湯
河
原
町
役
場
政
策
グ
ル
ー
プ
参
事
・
内
藤

喜
文
氏
。
統
合
Ｐ
Ｆ
の
推
進
を
支
え
つ
つ
、住

民
の
誰
も
が
顔
見
知
り
の
町
に
、ど
の
よ
う
な

変
化
が
生
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
注
視
し
て
き
た
。

　
「
第
1
段
階
の
成
果
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
で

す
か
ら
、第
2
段
階
が
完
了
し
、湯
元
通
り
～

美
術
館
エ
リ
ア
か
ら
温
泉
場
商
店
街
エ
リ
ア
ま

で
、そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
で
き
る

こ
と
への
期
待
感
は
高
ま
って
い
ま
す
。
ち
ぼ
り

湯
河
原
ス
イ
ー
ツ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
や
歴
史
・
文

学
の
史
跡
な
ど
も
含
め
、観
光
客
が
周
遊
す
る

き
っ
か
け
に
な
って
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」（
内

藤
氏
）

　
コロ
ナ
禍
が
沈
静
化
す
る
こ
ろ
に
は
、お
目
当

て
の
旅
館
・ス
ポッ
ト
と
い
う「
点
」を
目
指
す
旅

で
は
な
く
、湯
河
原
町
全
体
を「
面
的
に
満
喫

す
る
」準
備
が
、い
よ
い
よ
整
う
こ
と
に
な
る
。

客
観
的
な
立
場
か
ら
、

ス
キ
ー
ム
の
汎
用
性
を
問
う

　

湯
河
原
町
に
お
け
る
統
合
P
F
に
は
、も

う
1
社
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る
。
山
を

（
葊
瀬
氏
）

　

こ
の
取
組
み
は
、施
設
が
完
成
し
た
ら
終

わ
り
で
は
な
い
。
実
際
に
町
を
訪
れ
る
人
が

増
え
、湯
河
原
全
体
が
活
気
づ
い
た
と
検
証

さ
れ
る
ま
で
続
い
て
い
く
の
だ
。
そ
し
て
20

年
と
い
う
長
期
賃
貸
借
契
約
を
決
断
し
た

経
営
者
が
、安
心
し
て
人
生
を
送
れ
る
か
に

つ
い
て
も
、し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　
「
湯
河
原
発
・
統
合
P
F
は
、関
わ
っ
た
誰

も
が
己
に
で
き
る
こ
と
を
、全
力
で
果
た
し

て
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
が
、本

当
に
全
国
の
観
光
地
に
応
用
で
き
る
の
か

は
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
き
っ
と
、

活
気
あ
ふ
れ
る
未
来
の
湯
河
原
町
が
、統
合

P
F
の
成
果
を
証
明
し
て
く
れ
る
と
信
じ

て
、こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
、湯
河
原
町

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
塚

原
氏
）

　

観
光
地
に
お
け
る
旅
館
は
、そ
の
下
に
無

数
の
雇
用
や
消
費
を
創
出
し
て
い
る
。
た
だ

廃
業
し
て
し
ま
っ
た
ら
、そ
の
旅
館
の
経
営

者
は
も
ち
ろ
ん
、関
連
し
て
い
た
仕
入
れ
先

や
働
い
て
い
た
人
々
ま
で
窮
地
に
陥
る
こ
と

に
な
る
の
だ
。

　
廃
業
を
未
然
に
食
い
止
め
、地
域
の
資
産

価
値
を
高
め
る
こ
と
で
、地
域
資
源
に
持
続

的
な
活
力
を
生
み
出
す
。
ま
た
、魅
力
的
な

ス
ポ
ッ
ト
を
増
や
し
、面
的
に
地
域
を
再
生

す
る
。
こ
の
統
合
Ｐ
Ｆ
の
取
組
み
が
、全
国

の
観
光
地
の
未
来
に
光
明
を
も
た
ら
す
き
っ

か
け
と
な
る
で
あ
ろ
う
。　

F

三島信用金庫
元気創造部 地域未来創造課 主任調査役

坂本 剛宏 氏
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写真提供／大館曲げわっぱ協同組合

県北部に位置し、青森県に隣接する自然豊かな秋田県大館市。「大館曲げわっぱ」は、

1100年以上前から、製法を変えずに作られてきた伝統工芸品である。曲げわっぱとは、

スギやヒノキの薄板を曲げて作られる円筒形の木製の箱のこと。弾力性に富み、美しい

木目を特徴とする秋田杉を薄く剥いで、柔らかくしてから曲げ加工を施し、山桜の皮で

縫い留めて仕上げるのが「大館曲げわっぱ」だ。柾
まさ

目
め

の美しさ、香りや天然木独特の肌触

りに加え、優れた吸湿性や軽く持ち運びしやすい点などから弁当箱がなじみ深いが、

他にもおひつやカップなど、実生活で使える工芸品として親しまれている。曲げわっぱ

の歴史は古く、915年に噴火したとされる十和田火山の噴出物から、平安時代中期の

曲げ物が見つかっている。その後、藩政時代に大館城主・佐竹西家が下級武士の内職と

して地域の豊富な秋田杉を使った曲げわっぱ作りを奨励したという背景があり、現代に

至るまで技術が受け継がれて普及・発展してきた。「大館曲げわっぱ」は、1980年には国

の伝統的工芸品として指定を受け、現在では15名の伝統工芸士を要として、技術の伝承

に力を注いでいる。

秋田県大館市

「大 館 曲 げ わ っ ぱ」
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